
分科会名 バイオ産業人材育成分科会

代表者：大阪工業大学 工学部 生命工学科 准教授 長森 英二
社会課題分野：バイオ生産システム人材育成
活動内容：バイオものづくりの実務を担うバイオ産業人材育成
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活動の骨子
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http://www.oit.ac.jp/bio/labo/~nagamori/index.html

ホワイトバイオ分科会（NEDOカーボンリサイクル実現を加速するバイオ由来製品生産技術の開発）で形成された
バイオ産業人材育成と試作支援の拠点“大阪工業大学バイオものづくりラボ”を強化し、
地域中核大学における、関西圏地方自治体等、周辺企業、他大学と連携したバイオ産業人
材育成のコア（関西唯一）としての役割を、持続的に発揮可能な体制を構築

連携機関：NEDO、
近畿経済産業局、バイ
オインダストリー協会、
NPO法人近畿バイオイ
ンダストリー振興会議、
バイオコミュニティ関西、
同ホワイトバイオ分科
会参画大学、生物工
学会生物工学教育委
員会、等 NEDOカーボンリサイクル実現を加速するバイオ由来

製品生産技術の開発
https://www.nedo.go.jp/content/100951572.pdf
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これまでの活動・実績
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バイオものづくりに寄せられる社会的期待が膨らむ一方、バイオリアクターを正しく使いこなし、
バイオものづくりの実務（実生産）を担う事ができるバイオ産業人材は、不足。これが新規
参入企業を志す企業にとって、参入障壁になる場合も。
大阪工業大学では、2020年度に開設した「バイオものづくりラボ」を起点に、実技を伴う
技術者セミナー（基礎編・応用編）を、NEDO特別講座の一環として開講。2023年1
月までに51社、5機関、3大学から計115名の受講者の受入れ実績。
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大阪工大バイオものづくりラボ・人材育成

セミナー受講者数（※2023は申込数）さらに、培養最適化や製品試作・実証を希望する企業を
数多く受入れ。実務を通して複雑な生物反応を扱うが故
の難しさを理解し、全体を見渡した開発・最適化をオーガ
ナイズできる人材のOJT教育を推進中。
関西圏におけるバイオものづくり産業のすそ野（異分野
参入）が広がり、バイオ由来製品の社会実装が加速的に
進むことを目指して、内外機関（自治体・大学・学協
会）と連携し活発な活動を展開中。

受講者数は
伸びている

http://www.oit.ac.jp/bio/labo/~nagamori/seminar.html

経産省バイオ小委員会 https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/shomu_ryutsu/bio/20200202_report.html
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将来像：“バイオものづくりラボ”を技術者育成・試作支援の関西における拠点へ

140m2

②0.25L×32連 スクリーニング・培養条件最適化
用回分培養、オートサンプラー、排ガス分析完備

③1L×12連教育・小規模流加検討用
流加、オートサンプラー、排ガス分析完備

④5L×4連本格流加培養用
流加2系統、加圧・排ガス分析、OD計、
セミオンラインのグルコース測定＆制御

⑥30 L気泡塔型シングルユース（開発中）、
流加2系統、DO制御、排ガス分析、オート
サンプラー、吐出速度改良

⑤30 L 蒸煮滅菌・定置洗浄型
流加2系統、加圧、排ガス分析、OD
計、溶存炭酸ガス、オートサンプラー、電
力値書き出し機能追加

培養基本条件

流加培養条件
（教育にも併用） 加圧など

定置滅菌
の影響など

④

台

2m

分
析
機
器

①②小型多連
培養槽

⑤定置滅菌培養槽
⑥シングルユース培養槽

③④中規模多
連培養槽

大宮C
10号館

うめだ
大工大大宮C

京大
阪大

神大

立地の良さ
・大阪市内
・うめだへ直通のバス・地下鉄
・長期滞在者が飽きない立地

培地基本条件

①0.01L(L字管)36連自動吸光度測定機能
付振とう培養器（中和無し、OD＝2まで）

多様な試作を
素早く安全に

独自開発
本活動を通じ、地域中核大学として、地方
自治体、周辺企業、他大学と連携したバイ
オ産業人材育成のコア（関西唯一）を形成、
持続的に機能可能な体制を構築・運営

現状 将来構想

国内随一のバイオリアクター群と熟練スタッフを備え、最適化・スケールアップの支援・人材育成を推進

連携機関：NEDO、近畿経済産業局、バイオインダス
トリー協会、 NPO法人近畿バイオインダストリー振興会
議、バイオコミュニティ関西、同ホワイトバイオ分科会参
画大学、生物工学会生物工学教育委員会、等

500m2

インキュベー
ション施設内

・持続性を確保可能な専用建屋
・複数企業の並列作業に対応
・企業向け貸しラボの併設

600m2
超
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関西圏自治体等との連携活動（異分野参入促進活動）など
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2022年9月16日 2022年11月15日 2023年3月8日65名参加 26名参加

→2022年10月11日
上記参加者対象のラボ見学会25名参加

出展によるPR活動:
・バイオジャパン2021, 2022
・ナノテック2022, 2023
・サステイナブルマテリアル展2022
報道:
・日本経済新聞2021.11.22朝刊
・化学工業日報2021.12.23
大阪市カーボンニュートラル（CN）
等新技術ビジネス創出支援事業・万博
サポートプロジェクトに採択 2022.12-

来場後の共同研究、人材育
成セミナーへの申込み多数
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活動予定
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2020 2023 2025

本分科会始動拠点設備の整備
「NEDOカーボ
ンリサイクル加
速PJ」に採択

人材育成
・NEDO特別講座の開講

試作支援
施設活用希望企業の受入れ
培養最適化・スケールアップ
検討の支援

関西大阪万博への出展？

関西バイオものづくりの底上げ・裾野拡大

異分野参入を加速する
イベント、セミナー、
見学会の開催

・拠点の拡充？
・持続的運営体制の構築

BiocKエコシステム構築へ

関西圏バイオ産業への異分野参入の促進

地域中核大学として、関西圏地方自治体等、周
辺企業、他大学と連携したバイオ産業人材育成の
コア（関西唯一）としての役割を、持続的に発揮

連携機関：NEDO、近畿経済
産業局、NPO法人近畿バイオ
インダストリー振興会議、バイオ
コミュニティ関西、同ホワイトバイ
オ分科会参画大学、生物工学
会生物工学教育委員会、等

ホワイトバイオ
分科会始動
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